






















謂、オーラルアプローチ （audio-lingual method; 以下 ALM1） と称する） の再検討
と現代化の可能性を考察する。
ALM は、英語教育協議会 （ELEC） 設立当初から、その英語指導法の 「中核」 で












haviorist Psychology） と構造言語学 （Structural Linguistics） の影響を色濃く受
け、確固たる指導法として開発されたことは当然の帰結であると言えよう。
当時の日本の英語教育界への ALM の導入の状況に関して、伊藤 （1984） は、以
下のように言及している。









この指導技術は、OLM 導入後、比較的速やかに、文部省 （現文部科学省） の 「検




lingual method, Graded DirectedMethod, Silent Way, Total Physical Response な
どの指導法は、開発された本国では、現在、ほとんどまったく使用されていない
というのが現状である。この事実は、ある意味、「歴史的な時の流れという、厳格














































② その後の SLA 研究などに裏打ちされた、あるいは影響を受けた指導法の効果
が、予測された程のレベルまで高くはなかったこと
③ その後の SLA 研究の発展の中で部分的に再評価すべき事柄が含まれていたこ
とが認識されてきたこと












復練習 （repeated practice） に基づくのではなく、言語入力 （linguistic input） な
どの経験と、人間に本有する生得的な言語習得装置 （Language Acquisition De-
vice, LAD）、あるいは普遍文法 （Universal Grammar） との相互作用によって成り
立つ」という仮説が挙げられよう。
その後、1980 年代後半になると、「反復練習に基づく過剰学習 （over learning）
に裏打ちされた、発音、文法事項、構文などの導入と定着」という OLM の背景と
なる第 2 言語習得観は、McLaughlin（1987） などの第 2 言語習得モデルの中にも
部分的に取り入れられていった。例えば、それは、顕在的知識 （explicit knowl-
edge） と潜在的知識（implicit knowledge）のインターフェイス （interface） に関す





と」を指摘した、「弱いインターフェィスの立場」（weak interface position） を提
唱した。
また、熟達度の高い学習者になるためには不可欠な条件とされる 「統制処理
（controlled processing） の自動処理 （automatic processing） への転化」 に関して
も厖大な量の反復練習が資する可能性があることを示唆している（McLaughlin,
Rossman & McLeod；1983, McLaughlin；1987）。
Scovel（2001） も 「1990 年代後半以降、ALM の第 2 言語習得観に基づく学習方
法は、外国語学習にとって不可欠な要素を内包するものであるとして再評価され
はじめてきている」 という重要な指摘を行っている。
さらに竹内 （2000） は、日本人 EFL 学習者を対象とする音素の聞き分け訓練に
関する研究結果 （Akahane-Yamada; 1996） を踏まえ、反復学習の重要性に言及し
ている 3）。
１.５　ALMの理念を取り入れた指導法の現代化の可能性




という第 2 言語習得環境」 において、どのようにインプットの量を保証し、どの
ように有効に学習者の英語熟達度 （proficiency levels of English） の育成の効果を
あげるかが、学習者の第 2 言語習得の成否にとって大きな鍵となろう。
それでは、授業において、日本人 EFL 学習者の効果的な第 2 言語の習得に資










彙、発音、文法項目、構文などの認知的処理 （cognitive processing） を通じて、
その言語形式 （linguistic forms） や規則に関する基礎的知識を理解させる。この
方法には、例えば、その前提となる文法規則の演繹的学習 （deductive learning）、
あるいは文脈内での帰納的 （発見） 学習 （inductive learning） から始まり、それら
を処理及び理解するのに十分な量の練習が不可欠である。この際には、出来るだ













特に 「袋小路の指導技術」（garden path technique）などは、形式重視の指導 （form-
focused instruction） の中でも、当該の言語形式の定着に効果的であるとされてい






練習（repeated practice）を可能にする、反復シャドーイング （repeated shadow-











た学習者モデル （good learner model）」 という第二言語習得観があった。この概
念は、換言すると、「優れた学習者 （proficient learners） が使う効果的且つ効率的


















有効な道標は、最近の言語科学 （Linguistic Science） や認知言語脳科学 （cognitive
neurolinguistics） などに裏打ちされた学習ストラテジ （ーlearning strategy） に関す
る研究によると、学習者個々人の学習者要因にとって最適な且つ個々人の本有して







資質なのだろうか。それは、最新の認知言語科学 （Cognitive Linguistic Science） と
しての第二言語習得研究の成果と進展状況を正確に把握し、学習者個々人の学習者






1） オーラルアプローチは、欧米では、一般的には、Audio-lingual method と呼











現在でも決着がついていない問題である （Hernandez, Li, & MacWhinney,
2005, 佐々木嘉則, 2010:97）
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